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■ 新年の挨拶                             2 

“2018年を迎えて、これからの課題を考える”として、船橋邦子代表の年頭に 

あたっての挨拶と所感です。昨年は、森友・加計問題などから民主主義とは何 

か、主権者として何をなすべきかが問われる出来事の多い年でした。今年も 

「ジェンダー平等と女性のエンパワーメント」を念頭に置いて活動していきま 

しょう。 
 

■ 世界人権デー ヒューマンライツ・ナウ(HRN)のイベントから      5 

国連人権委員会へ提出された“国連表現の自由に関する特別報告者”の日本 

に関する調査報告、そして、現場のジャーナリストたちの報告から、記者クラ 

ブ制度、放送法などへの指摘、問題提起がありました。OurPlanetTV録画から、 

HRNのイベントを黒見節子さんが報告します。 
 

■ 拡大版パリテ・カフェ報告                                                                                     7 

昨年、各地でパリテ・カフェが開催されました。昨年末には拡大版パリテ・ 

カフェも開催されました。パリテ・カフェの意味と活動について、事務局の 

安田有美子さんが報告します。会員の皆さんの地域でもいかがでしょうか。 
 

■ 地元杉並区から“平和憲法”を禁じられて想うこと                                     8 

ジェンダーと平和の視点から、知られざる女性作曲家を紹介してきた国立 

音楽大学名誉教授の小林緑さんは昨年、東京都杉並区からコンサートの企画を 

依頼され、快諾。しかし杉並区は、なんとコンサート・プログラムに記載され 

た「平和憲法」の削除を小林さんに求めました！小林緑さんご自身による問題 

提起です。                           
 

■ 地域からの発信-男女平等参画が消えていく            9 
      東京都の北区で、男女共同参画センター<スペースゆう>が施設の縮小を迫ら 

れていています。課名の変更・所管の改編等があり、職員の異動によって、市 

民の不満を受け付けないようにしているようです。「ソフトなバックラッシュで 

はないか」との指摘があり、その状況について、東京男女平等ネットワークの 

我妻澄江さんに報告をお願いしました。 

 

■ 学習会のお知らせ、世話人会報告など                                                    10 
 

 


